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1．調査概要 
漏水箇所の特定を目的として、音調式およびガストレーサー式による漏水調査を実施した。 
2．調査内容 
屋外給水配管について音調式調査を実施したが、漏水音による箇所の特定はできなかった。 
その後、建物内を確認したところ、ボイラーが屋内に設置されており、ボイラー給水管から
微かな漏水音を確認した。 
この結果をもとにガストレーサー式による屋外調査を実施したところ、ボイラー給水管の
建物への引込部付近で強いガス反応を確認した。 
反応箇所周辺に複数の確認孔を設け、音調棒による確認を行った結果、漏水音を確認すると
ともに、音調棒に水滴が付着する状況を確認した。 
3．調査結果 
音調式およびガストレーサー式による調査結果、さらに確認孔からの漏水音・水滴の状況を
総合的に判断し、ボイラー給水管の建物引込部付近にある分岐部からの漏水である可能性
が極めて高いと判断した。 
漏水箇所については、修繕工事が可能な範囲まで特定した。 
4．所見 
屋外からの音調式調査のみでは漏水箇所の特定が困難であったが、建物内部の音調確認と
ガストレーサー式調査を組み合わせることで漏水範囲を絞り込むことができた。 
修繕時には当該箇所を掘削し、実際の漏水箇所および配管状況を確認したうえで修繕を行
うことを推奨する。 
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